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　Change 　in　appearance ，
　potency　and 　weight 　increa、　s　e　of 　ascorbic 　acid 　granules （Hicee）in

the　presence　of 　74　adjuvant 　drugs　 was 　 investigated．　 When 　 combined 　 with 　adjuvant 　 drugs

containing 　 meta1 ，　poten （：y　of　 ascorbic 　 acid 　was 　lowered ．　 It　was 　suggested 　in　the　study 　on

weight 　increase　that 　nloisture 　colltent 　is　clo9．　ely　related 　with 　potency．　In　the　test　by　thin・

layer　chromatography 　it　was 　found　that　4−m ｛
・thylaminoantipyrine 　wa 　g．　detected　wben 　ascor

・

bic　 acid 　 was 　 combined 　 with 　 sulpyrin ．

．／
一丶

緒
．
言

　ア ス コ ル ビ ン 酸 （以下 As と略す）は ， 白色結晶で 乾

燥 した 状態で は 安定 で あ るが，空気中な どで は 容易に 酸

化 されて デ ヒ ドP ア ス コ ル ビ ン 酸に 変化 し，こ の 酸化は

熱，光な どに よ り促進 され る こ とが 知 られ て い る．今回

著者らは As を 主 成分と し ， 着色剤 を含有しない 白色の

ハ イ シ ー顆粒に つ い て他薬剤 74品目 との 配合 に お け る

外観変化，定騒：お よ び 電量増加率に つ い て 検討 し た の で

報告す る ．

組 成
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＊1
第40回東京私立医大病院薬局研究会 （1979年） で

　 発 表 ．
＊ 2

東京都 新宿区信濃町 35 ；35，
Shinanomachi，

　 Shinjuku −ku，
’
Tokyo ，160　Japan

　1． 外観変化 の観察

　　a ） 試料

　表 1 に 示す 74品 目の 配合薬の 記載母とハイ シ ー
顆粒

19 を 乳鉢 に 取 り，軽 く10 回研 和混合 し て 薬包紙 （模

造紙 120  x120mm ） お よ び 中圧 ポ リエ チ レ ン 紙の 2 種

類 に 包装 した ．

　　b）　保存条件
1）

　机上条件 に お け る 温度お よ び湿 度 は 日計式Z 乾湿計を

用 い て 測定 し，午前 10時 と午後 3 時 の 平均値を と り，

5°

，
52％ （最 良 条件 ），20

°
，75％ （中間条件）お よ び 30° ，

92％（最悪条件）につ い て は 星和理 工 卓 1：型恒温 恒湿器

（1
・IKM −30型） を用 い て その 雰囲気を設定 した．

　　c） 観察期間お よ び 判定基準
1，

　配合直後，1，2，4，7，10 お よび 141i目の 2 週間観

察 し，また 対 照 と して 各薬剤 の 単昧 に つ い て も伺様に 行

っ た ．判定基準は 日 薬調剤技 術委員会制定 に 準拠 して 行

っ た ．

　2． 定　量

　14品目を 選 び第 9 改 正 冂本薬 局 方ア ス コ ル ビ ン 酸定量

法 に 準拠 して ハ イ シ ー顆粒に 含 ま れて い る As を定量 し

た ．
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表 L 配 合 薬 の 種 類 と 量

配 　 合 　 薬 会 托 名 ロ
ッ ト番 写

・
量〔9） 配　 合　 薬 会 社 名 ロ ツ ト番

．
号 量（9）

1．Hicee 武 　 　 　 田 HO21 1．039 ．Lactose 保　　　 栄 103STOS 1．0
2 ．Accenon 大　 日　 本 KW1611KW0 ．540 ．Leukerin 武　　　 「日 0008 0．5
3．Aderoxin ゾ ン ネボ

ー
ド TZYO21 0，541 ，Mabhn 武 　 　 　 「H0003 0．5

4 ，Adona 田　 　 　 辺 8702484（YO1641｝ 0，542M 臼9．　 Oxid． 丸　 　 　 イ〒 U65320 0．5
5 ．Adsorbin ＝ 　　 　 　 　　：缸：　r　　　　　　　　　　　　　　’　、G1416 1．043 ，DL −・Methionine 萬　　　有 1FE−1 1．0
6．Albumin 　Tannate 保　　　 栄 172SMAO1 ．044 ．Metilon 第　 　 　 一・5899TDB 0．5
7，Aleviatin 大 　 日　 本 KFO48KU 0．545 ．Mino −Alevi謎tin 大 　 日　 本 KROO4KF 0．5
8 ．Ali肥 min 　 F 武 田 提 供 0．546 ．M ．　M ． 院 内 製 剤 1．0
9 ．Alumigel 中　　　外 18D150E 1．047 ．Mys ・ 11ne 大　 臼　 本 KEOO4KR 0．5
10．Aminophylline エ ー ザ イ Cl1DCA  ．548 ．Nicotinic　 Aeid 第 一

化 学 910D 0．5
11．A臼pir Σn 岩　　　城 7ZC643K 1，049Normosan

　　　　　丶 武 　　 　 「日 OPE346 1．0
12，Ben2ahn 塩 　 野 　 義 G620K 0，550 ．No 臼capine 武 　 　 　 田 0110 0．5
13．Berizym 塩 　野　義 G720Q 1，051 ．Pantosln　　　　

・
第　　　・・1966SEB 1．0

14．Biofermin ビオフ ェ ル ミン F807 1．052 ，Pas・Ca 田 　 　 　 辺 87207 1．0
15，Bisulase 東 亜 栄 養 HF66 0，553 ．Phenacetin 岩　　　城 83C752K 0．5
16．Brovarin 日 本 新 薬 1971H30G0 ，554 ，Phe 皿 obal 藤　　　 永 WM221A 0．5
17，Calc洫m 　Lactate 保　　　 栄 094SSKM 0．555 ．Po ［3ramine 塩 　野　義 S220G 0．5
18，Calomide 山　 之 　 内 LCL1 0．556 ．Predniso ！one 武 　 　 　 旧 0174 0．5
19，Capiran 武 田 提 供 0．557 ．Promina1 バ イ エ ル 410125 0．5
20，Cercine 武　　　 田 H126 0，558Pyrethja 塩 　 野 　義 G910」 0．5
21．C．　N．　B． 保 　 　 　 栄 143SSOY 0．559Reserpine 院 内 製 剤 0．5
22，Contol 武　　　 田 HO64 0，560Restamin 興 和 新 薬 QB828WA0 ．5
23，Contomin 古 　　　 富 YNEO34 0，561 ．Saccharomy．　Sic． 田　 　 　 辺 521T 1．0
24，Com 　 Starch 古 　 　 　 田 1，062 ．ScOP・lia　Extract 院 内 製 剤 1．0
25．Crampol 大　 日　 本 KPOOIKR 1063 ．SimQmin 塩　野　義 591DU 0．5
26，Diamox 日本レ ダリ

ー 350 0．564 ．S ・M 　 　 　 　 　 　
− ＝ 　 　　 　　ヨヒー一　　　　　　　　　　　　ノ、L12308 1．0

27．Enbo】 中　　　 外 F5KO101 0，565 ．Sodium　Bicarbonate旭 ガ ラ ス LO
28，Eurodin 武 　　 　 田 HOO2 0．566 ，Solcilhn 武 　 　 　 田 HOO1 ．1．0
29．5−Fu 協 和 醸 酵 FUD337AHF1 ．067 ．Taka −Diastase

一
：　 　 　 　　 ゴヒr一　　　　　　　　　　　　／、T10259 0．5

30．Futraful 大 　 　 　 鵬 8B94 0．868 ．Tavegyl ：．1　　　　　 ヨ七一　　　　　　　　　　　ノ、POO37K 0．5
31，Gamibetal 小　　　 野 J3033A（V36JJ｝ 0569 ．TegretoI 藤　　　 沢 5780 0．5
32，Glutide 院 内 製 剤 1．o70 ．Thiamine　HydrocLloride武　　　 田 0183 ，1．0
33．Hycozid 武 　 　 　 旧 OWKI79 0．571Thiasin 山　 之 　内 KWK21 0，5
34．Juvela−N エ

ー ザ イ C30HG 0．572 ．Tran3amin 第　　　一 5173SKA 0，5
35．Kativ　 N 武 田 提 供 0．573 ．Ulcel・lmin 中　　　外 F8F190F 1．0
36．Kolanty1 塩　野　義

．
G754Q 1．074 ．Vastcilhn 武 　 　 　 田 H373 1，0

37．Krestin 呉 羽 化 学 1．1208 1．075 ．Vitaplex 武 　 　 　 田 0372 0．5
38．Lac 　 B 日 研 化 学 02586 1．0

A

A
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 表 2．机 　一ヒ 　条 　件

205

（

’
（

日11
直後1　　2　　4　　7　10　1荏

H 鬥

温

直後1　2　4　7　1014
湛

配 合 薬
1
気，

湿
25、0　25．4　24．2　23、9　24．223，6　22．5 備　　 考 配 合 藁

1

銭，

湿
25PO　25．4　24．2　23．9　24．2　23．6　22．5 備　　 考

．

睫

条件

1
駕172

、0　ア4．5　68．5　75rD　5775　75．0　68．8
　 θ／
条件

’ρ
72．0　74，568．5　75、D575　75、06呂，8

S 一
　　　
一
　　　
一

　　　十　　　廾　　　
一H・　　7

．4．変 （淡 榊
一・

AS ＿ ＿ 一．一 一．一 一 AC 一 ＿ 一 一 ｝一．一

1．llicee 23．ContominS ＿ ＿ 一 一 　一 一

BS 一．一 一 一．．　 一．一 BC ＿ 一 ｝ 一 一 一冖

S 一一一一＿ 一 一 　冒一¶ S ＿ 一 一 一 一一 一

2．AcceRonACS
一一　一　

一
　
一

　丿．一
　
一

一＿＿ 一 、．一一一 一．
27．EnbolACS

　 　 ．
一　一ヒ　ー　一　±　』 　一

＿一＿ 一 一 一一 一
B B

C 一，「一一一 一罰「一 一 C 一　　　＿　　　　＿　　　＿　　　＿　　　一　　　　一

s 一一一 ＿ ．一一一 一 S 一　＿　＿　＿　十 　一　一　 　 　 　一一
A A

3 ．AderoxinCS
一・一　一　

一
　
一・
　±　

一
　
一

一 ＿ ＿ 一 一一 」．．． 29．5−Fu
CS 一　一　一　

一
　±　

一
　
一

　 　 　一 一 ＿ 一．一一．一
B B

C 一＿一 一 一 　一 一 C 冖一一 一一一「’一 一

S ＿ ＿ ＿ 一 ｝一 一 S 一　一　
一
　
一

　
一

　
一

　弓 14．変 1微
．
黄
．
1

9 ．AlumigelACS
一　一　一　十　十　十　モ

＿ 一 一 冖 一 一一
4．変：：淡 黄）・→

3L　GamibotalACS
一 4・・‘

｝
・．

肝十 帯
一
汁ト

＿ ＿ 肖．相丁一一 一 一
1凅 → 4．変1談褐：1

−・

BC 一
　
一 一 一 一

十 卅 10．変ll淡黄→ 黄〕→

BC 一　一一　．．一　十　廾卜　廾 7．固→ iO．変滞赤〕→

S 一一　一　十　十　十　十　十 2．固 → S 一 一 ＿ ＿＿ 一 一
A A

10．Amino． C ・一
＋ 籵 →十升ト卅 吊 L 固，変〔茶）

一→
32．Glutide

C ＿　＿　＿　一　十　一　一　 　 　 　 ．俑

phyHineS ＿ 一 一 一 一 一一 S 一 ＿ ＿ ＿一 一 一

B B
， C 一

＋ 廾 廾
．
肝 剥

一
卅 1．固，変1：淡褐→ 濃茶｝

一・ C 一 ｛ 一 一一 一 一

S 一 ＿ ＿ 一 一 一一 S ＿ ＿ ＿ ＿ 一 皿一

12．BenzalinACS
一　　十　　一ト　十　　十　　十　　十

・＿一一 一一 皿 一
L 固

一一
S3，　Hyc。 zidACS

一
：ト

．
！卜 廾 一Hl−一ト　卜卅ト

ー一一一一 ＿ ＿ ｛一
L 固，変（淡黄）→

BC ＿ ＿＿ 一一 一 一
BC 一　一　

一
　
一

　十 　十　十 7．変（淡黄）
一

》

S ＿ 一 『 一 一一 　 S ＿ ＿＿ ＿ 一 一 一

A A

13，Beri2ymCS
一　十　砦　十　十　廾　廾

一 ＿ ＿ 一 一 一一
L 固

一
〉

35．Kat孟v　 NCS
一　±　±　ニヒ　±　：ヒ　十

「一一一一一 一 一一一
14．［司

B B
C ＿ ＿ 一 一 一 一一 C ＿ 一 一＿ ＿ ＿ 一

S ＿ ＿ 冖 一 一 一一 S ＿ 一 一 一 一一 一

ユ4，BioferminACS
一　十　十　十　→卜　→「 廾

＿ 一 一 一 一 一 一
1．固→4．変〔淡黄〕→

36．Ko 皇antylACS

一 ．H ＋ ＋ 帯
・
什ト帯

一
　
一

　
一
　
一
　
一
　
一
　
．
卜

姻 ，変｛淡黄→ 茶：1→

14，変 （黄 ）
B B

C ＿＿ 一 一 一 一 一 c ＿ ＿ ＿ 一 一 　一

S ＿一 一 一 　 一 一 S 一 一 一 一 一 　一
AC ＿　＿　＿　＿　十　 一　一

AC 一
　十　

．二
†　斗卜　十　升　十 1．周 →

18．Ca1GmideS
　　 　 　 　7
　一 一 一 一 　 一 37．Krestin

s 一 一 一 ＿ ＿ 一一

B B
C 一 一一 一一 一 一 C ＿ ＿ ＿ ＿ 冖 一一

S ＿ 一 一 一一 一 一 S 一 ＿r一＿ ＿ 一一

A A

20，CercineCS
一 一 一

　
一一 一

十

＿ 一 一 一皿 一 一
14．変（帯赤）

40．LeukerinCs
一　＿　十　一　一　一　一

＿ ＿＿．隔＿ ＿ 一 一
B B

C 一 ｝ 一 一｝ 一一 C ＿ 一一 一 一 一 一

S ＿ ＿ 一 一 一一 一 S 一 ＿ ＿ ＿ 一 一　．一

2LC ．N．B ．
ACS 一 ＋ ＋ 掛

・
｝li．．階 帯

＿ ＿ 一 一 一 一一
個

一・4．変（淡黄｝一・ 42．Mag ．
　 Oxid．

ACS 一 升 ＋ ．ト臣一田一卅 卅

＿ ＿ ＿ 一一 ｝ 　
1．固，変〔淡褐）→

BC 一　一　一　一　十　背　十 7固一・10．変醸黄〕→
BC 一　一　

一 一　十　十　廾 7．変（淡 黄）→

S ：単 味，C ；配合
’

A ： 模造 紙 ，　 B ：中圧 ボ リ エ チ レ ン 紙

．
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表 2 （2 ）

B目

温 　
．直後 1　2　4　7　10　14

　
i唄

直後 1　 2　4　 7　10　14
度

温

配 合 薬
鬯
c

醗
25．0　25、4　24．2　23．9　24．2　23．6　22．5 備 　 　 考 配 合 薬

奮，

湿．25rO　25，4　24．2　23．9　24『223．6　22，5 備　　 考
度　 ％

条件 72．0　74．5　68．5　75．0　57，5　75．0　銘．8 　 ％

条件 72．074、5　68』5　75，0　57、5　75．0　68，8

AS
一一 『「一 一 ＿一

AS
一
　
一一

十　十　十　升　十 2．変（淡 桃 ）→

43．DL 一 C 一
　
一
　
一
　二上　±　十　一ト ！4．変 1帯赤 〕 C 一　

一
　
一一

　 1．　 一　 一　 一
Methionin“ s 一一．L．　 一 一＿ 一 58．Pyrethia

S 一　 一 一一 　一 ＿
BC 冒一一　　 　 『 一一 ＿ ド c 冖 一 一一 一＿ ＿

s 一 一糖一 一．一一＿ ＿
S 一 一．一 一 ＿＿ 一

A

44．M6tilonBCS
一 ⊥ ＋ ．＋．・屠一卅 ・仟1．
一 一　　 一 一 『一 一

1．匿1．．・7湿，変餤黄ト・
59，ReserpineACS

一
　
一

　一　一　十　一　 ＿　　　　 一丁
一 一一 一一 ＿＿

C 一
　
一

　
一

　
一・

±　
一

　一
Bc

『 一一＿ 一 一　　　　 　　 　

AS
一 ｝一『一 一 一− 一 S 『

　
一一一

　
一 一

　 ±

46．M ．M ．
C 一 ．il ＋ →ト卅 ．

冊
．
卅 1．肺し変1：褐→ 濃茶1：1−・

60．Res亡aminA ¢
一　　一　　一　　一　　．ト　＿　　＿　　　　 ．

S 一 一．．、一一 ．」一＿＿ s 一− 一 　一 一 ＿＿
B BC 　

　
一

　
・．．一

　
一

　
．1− ．i：．10．変賦 ）．一・ C 一　　、＿　 一　 ＿1＿　 ＿

　 　 　 　 　 　
一．

s ．i − ．一一．　　　　一一一一一
S 一

　十　
一

　一　十　一　一A ．
48．N正cotinic

　 Acid
cS一　

．H．　 II　 廿
．…　 ＋．　 ll

−．一．一一．一」　　　 　 一 一一．．　　　 ．’

L 変：：淡 黄
．
：1→ 61．Sacehar・my．

　 Sic．

ACS 一 r7 ．
ト　 そト ．

トト 柵
．
卅

．一■一一．一 一 ＿＿
1．固→10渡〔餓 〕→

B B
（：

一 一 一一一 ．1ト．旨1
．
　卜 エ0．変 ：淡黄）

一
・ C 一　 一　 一 ＿ ＿一

S 一 一 一 「．一 一一＿
S 一一醒一一 一＿ ＿A A

49．NormoganC
一
　　　弓ト　　　ヨト　　　

．1ト　　　ヨト　　　．II．　　．冲 1．変
11
：淡黄）→ 62．Sc 。poliaC

一 一一 一
十　十 十 7．圃 →

S 一齟『 一 一 ＿・一一 ExtractS 一 一冖 一 一＿ 一B BC 一 一 一　1− 十 ＋ 1セ 4．変（淡黄）→ C 一 一一 一 一一 一 ．

S 一 ＿ 一 一一　 　　　 一 ＿＿ S 『
　　
』

　　
一

　　
冖

　　
一

　　一　　
一．A A

50．N ・scapineC

一
　
一一一

　
一
　±　±　

−1一14，変（帯赤） 63．SinominC
」 　一　一　一　一　＿　十　　　 　　　 』

S 一 ｝ 冖 一一 ＿ 一
S 一一 一 一一 一＿B BC 　 一 『一 一 一 ＿ C 一一 』 一＿ ＿＿

S 『 一 一｝ 一 ＿ ＿
S 『 一 一 一一 ＿＿

A A
52，Pas−Ca

C 一
＋ 廾 」亅

一
十 十 十 1、圓，変（淡黄：1→

64．S．M
d 一

＋
一
ト ＋ 十 卅 帯 1，固→ 7．変〔黄土II→

S 』 … 一一 一 一 一“ S 『 一 『 一一 一宀
B BC 一

　　
一
　　
一
　　一　　→

一
　一ト　πトト 10．変餤黄→ 黄）→ C 一 一 一 一＿ 一＿

AS
一 一 一一 一．一＿一

AS
一
　　
一
ト　
ー
ト　
ー
｝
一
　・ト　ー1−　→

・1．固→

53．．Pbenac研
　 tln

BcS

一一
　
．一

　
一

　
一

　士　±　十

一一．．　　 一 一 冖鹵＿ ＿
14，変 （淡 黄） 65．Sodium

　 BicarbonateBCS

一一．
÷ 十 卅 十 卅 卅

一
　
一

　
一

　十　十　十　十

1凅湿→ 念．変直土）→

4．固→

C 一一 一 一 ＿＿ ＿ C 冖一
廾

」
匠
．
十 十 卅 2変〔淡黄→ 撞）→ 油 →

S 一 一 『 一 一＿ ＿
S 一 ｝一 一 一 一＿

A A
55．PolaramineC

一
　
一

　一　一　十　＿　＿　 　　　 一
66．SolcimnC

一　
一
ト　十 　十 　十　十　十 1．固→

S 』 一 皿 一一 冖 一
S 一 『一 一 一＿ 一

B BC 一 一 一 一一一．一 ＿
C 一』 『 一 一一 一

AS
一 　　　＿　　＿　　　一　　　＿　　　＿　　　一

AS
一一

　
一 一

　十 十 十 7．固→

56．Predni・
　 solone

CS 一
　
一

　
一

　
一

　
一

　
一

　十

『 π一『 一一 ＿ 一
14．変（淡買 ） 67．Taka −

　 DlastaseCS

一
＋ ＋ 廿 卅 十 帯

一 『 一 一 一＿ ＿
1．固→

B BC 』 一一『 一＿ 一 ＿ C ｝ 一 冖 一 ＿＿ 一
S 一 一 一

　
一昌 一

十 14．固 S 『 一 一 一 一＿ ＿
A A

57．ProminalCS
一

　
一

　
一

　
一

　
一

　一　十

＿ ＿ 一一 ＿ 一： 68．TavegylCS
一

　
一

　
一

　一　一　一　十　 　　　　 　 一一
．『　　　一　　　　一　　　一　　　＿　　　＿　　　＿

B BC 一 ｝｝ 一 一 ＿一
C 一 一 一 一一 ＿一

A

《

A ： 模 造 紙，B ：中圧 7rl
「
リ ：一チ レ ソ 紙 　S ： 単味 ，　 C ： 配 合
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表 2 （3 ）

＿一一1一 　　　　　　　一一
ll目

直後　1　　2　　4　　7　10　14
日11

直後 1　2　　4　　7　10　14
温 温
度 度

配 含 薬
　 ℃

湿
25、0　25，4　24、2　23．9　24r2　23．5　22．5 備 　　 考 配 合 薬

　 ℃

測．
度

25．025．424、2　23，924．2　23．522，5 備　　考
』

度 り．

条件
％

72．0　74『5　68、5　75囓0　57←5　75．0　68．8 条「ト

ドひ
72．0　74．5　6E．5　75．0　57．5　75．9　68r8

72，TrallsaminASCS

＿ ＿＿ 一」　 一 一

一 →卜 →卜
一
…｛ 斗トr

一縄トイ1…一
一一＿ −r而一一 　 　

L 固→ 7．変（黄〉→
74．VostciHinASCS

一　 十 　＿　一　十　 一　 一　　＿ 一
一

十　十 十　十 十　十

＿＿ 一 ｝ 一 一 一
L 固一→

BC 一一　一　　一　　一　　一←　十　　十 7，固→ 10．変（淡黄｝→
BC ＿一 一 一 一 一 一

S ＿ ＿ 一 一一 一 一 S 一＿ ＿ 一 一 一 一

73．Uce
．
rlminACS

＿　　一　　一　　一　　一　　rト　　ート
＿ 一 一 　一 一 一一

10．変（淡 黄）→

75．VltaplexACS
＿　　十　　＿　　＿　　

．
ト　　ー　　一

＿ 二＿＿ ：＿　＿
BC 一一＿一一．一一・冖一 一

BC ＿ 一 一一 一一一一一

（

n

S　単 味 ，C 　配合 　A ： 模造紙 ，　 B ： 中圧 71駒 エ チ レ ソ 紙

　3．　重量増加率2）

　ハイ シ ー顆粒 0．59 と配合薬 0．59 を 模造紙 に 分包 し

た 状態で の 重量を石田式自動一Lnl吠 秤を用 い て あ らか じ

め 正 確に 秤量 して ，20° ，75％で 保存 し，観察期間 ご と

に 各 々 を開封す る こ とな く秤量 し，次式 か ら求 め た ．

　　喧量増加率 ＝ ｛（Df − Pf1Di− Pi）− 1｝xloo

　　　Df ： （薬剤 十 模造紙） の 重量

　　　Pf ： 模造紙 の 重．皸

　　　T）i： 保．仔後の （薬剤十 模造紙）重量

　　　PiI 保存後の 模造紙の 重量

　4． 薄層ク ロ マ トゲ ラ フ ィ
ー

　試料を KieSel　ge160F 謝 250μ に 吸 着 させ ， ク ロ ロ ホ

ル ム ： メ タ ノ ール （6 ： 4）を溶媒 と して 展開後 ，
ヨ ウ 素

で 検 出 した ．

　5．機　器

　赤外線吸収ス ペ ク F ル JASCO 　IR−E 型 を用 い て 1　 ujol

法で 測定 した ．

　質量 ス ペ ク トル JEOLJMS ・ D−300質量分析計を用い

直接導入法 （70eV ）で 測定 した ．

結果および考察

　1． 外観変化

　机．1．1条件 に お け る配 合で は 中圧 ポ リエ チ レ ン 紙を 用 い

た 場合，ア ル ミ ゲ ル ，ア ミ ノ フ ィ リ ン ，安 ナ カ ，ガ ミ ベ

タ
ー

ル ，PAS −Ca，酸化 マ グ ネ シ ウ ム ，　 MM ，
ニコ チ ン

酸，ノ ル モ ザ ン ，重 ソ ウ ，ト ラ ン サ ミ ン に （
−H’）以 上 の

固 化，変色が 起 こ る た め ，配合は さけ る べ きで あ る と思

わ れ る．模造紙に な る と中圧 ポ リ エ チ レ ン 紙で は変化が

観察され な か っ た ベ ン ザ リ ソ ，ベ リチ
ーム ，ビ オ フ ェ ル

ミ ン ， ク レ ス チ ン ，コ ラ ソ チ ル ，メ チ ロ ン ，乾燥酵 母 ，

SM 散 ， タ ヵ ジ ア ス タ ーゼ に も同様な変化が 見 られた ．

また 対 照 と して 行 っ た 単味 で は フ ェ ノ チ ア ジ ン 系 コ ン ト

ミ ソ ， ピ レ チ ア に 桃色 の 変色が起 こ っ た （表 2 ）．

　最良条件 に お け る配合で は ， 中圧 ポ リ エ チ レ ン 紙で ノ

ル モ ザ ン （＋ ），ア ミ ノ フ ィ リン （州）の 2品目が 変化を

起 こ し，机上 条件 で （州） の 変化が 観察 された 重 ソ ウ ，

ア ル ミ ゲ ル は こ の 条件下 で は 変化 が認め られ な か っ た．

漠造紙で （
．
什） の 変化を観察した ア レ ビ ア チ ン ，ガ ミベ

タ ール ，ハ イ コ ジ ッ ド，MM ，酸化 v グ ネ シ ゥ ム は 10「1

目か ら変色を起 こ す こ とが わ か っ た．まteア ミ ノ フ ィ リ

ン と重 ソ ウ は （卅）の 固化，変色を 起 こ した （表 3）．

　中間条件に な る と，中圧 ポ リ エ チ レ γ 紙で 新た に カ ロ

マ イ ド （十），コ ラン チ ル （卅） の 変色が 観察 され，ア

ル ミ ゲ ル
， ア ミ ノ フ ィ リソ

，
ハ イ コ ジ ッ ド，

ニ コ チ ン

酸，PAS −Ca，重 ソ ウ ， トラ ン サ ミ ン に も （佃）の 変色 が

観察 さ飯た ．模造紙 で は こ の 条件 に な る と （卅 ）の 変 化

を 起 こ す配含が 増え， 配合単味 に も変化を 起 こ すもの が

増加 した （表 4 ）．

　最悪条件で は 模造紙 に お い て 液化を起 こ すた め に 模造

紙で の 分包は 不可能で ある と考える．こ れは ハ イ シ ー顆

粒単 味の 吸 湿性が 著 し い た め 1 日 目で 液化を 起 こ し，配

合薬を 湿潤 させ て し ま うた め で ，こ の 条件下 で の 保存は

さけ るべ きで あ る．ま た 配合薬 ベ ン ザ リ ン
，

ベ リチ
ー

ム ，

安ナ カ ，エ ン ボー
ル ，5−Fu，ガ ミベ タ

ー
ル ，メ チ 卩 ン ，

MM ，乾燥酵母 ，　 SM 散， ソ ル シ リ ン ，タ カ ジ ア ス タ ー

ゼ ，バ ス トシ リγ ， ビ タ プ レ ッ ク ス は 単味に お い て も変

色，湿潤，液化が 認め ら れ た （表 5 ）．表 2 〜5 に は ，

変化の 見られた もの に つ い て の み 記載 した ．

　2． 定 量

　As の 定量を行 っ た 結果，ア レ ピ ア チ ン ，ミ ノ ア レ ビ
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S ° ° iety ° f

　
Pha ・ ma ° euti ° al
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Ca ・ e
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S ° ien ° rs
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配 合 薬
条件

日目直後 ・ 2471 。 14 備　　 考 配　　 薬
　 日目
籍 直後　1　　2　　4　　7　10　14 備 　 　 考

AS 一 一 一 一一 ＿ ＿ AS
一　一　一　一　 一　 十　＿　 　 　　 　 一

1．Hicee 34．Juvela−NC
一 一 『 一 ｝＿ ＿

BS 一　　　一　　　．一　　　一　　　一　　　＿　　　＿ BS
一 一 一 一 一一 ＿

C 一 一 一 一一 ＿＿

AS
一

± ± ± 土 一 一
AS

一　一　一　一　＿　十 　＿　 　 　　 　 一

2．Accenon
C 一 一 一 一＿ ＿ 一

38．Lac　 B
C 一 ｝ 一 一一＿ 一

S 一 一 一 一一 ＿ ＿ S ｝ 　 一 一一一 ＿
B BC 　 一 一 　一 一 一 C 』 一 　 一一＿ ＿

AS
一　一　一　 一　一　十 　＿　 　　 　　 』

AS
一　一　一　一　十 　十　＿　 　 　　 一一

5．Adsorb 洫
cS一　

一 一
　
一
　
一

　十 十

一
　
一

　
一

　
・・一

　
一一

　十　 干

10．LFII−．ウ

1Q．変 1帯；

赤 ）一・

39．LactoseCS
一 一　±　一　±

一
±

一L 一 罰一一一＿ ＿
B BC 一 一 一一 へ ＿ 一 C 』 　 一一 一一 ＿

AS
一　　一　　一一　一　　一　　十　 ＿　　 　　 　 一

AS
一　＿　＿　＿　＿　十　＿　 　　 　 　 一

7．A［evia 亡il1C
一
　
一
ト　十　十　＋　十　十 1，固一・ 10，変囎 一

・

40LeukerinC
一 一 ｝一 　一 一

S 一 一一 一 一 ＿＿
S 一 一 『　 ｝＿ ＿

B BC 一 一　 一 一 ＿＿ c 一 一 一一 一一 一

AS
一　一　一　一　　十　　十　＿　　 　　 一 一

AS
一一一

　
一
　±　±　±　十 14，固

10．Amino ・
　 phylhnecS

一
廾

⊥

十 卅 ．ドト卅
　 皿一 一 ＿ ＿＿

L ［lrL蛮 黄→ 茶：1→
4LMablin

CS一　　
一一
　一　一　　十　＿　十　 　　 　 』 ＿

一 一 一一 一＿ ＿
B BC 一

＋ ＋　　 →卜 ＋ ．
十 L変ll淡黄横 ｝→ 14．固 C 一 一 一一   一 ＿

S 『
　
一

　
．一

　
一

　
一

　 ：ヒ　ート 14．固 S 一　　　　一　　　一　　　．＿　　　＿　　　＿　　　＿
A A

17、Calcium
　 Lactate

CS一
　
一

　
一

　
一

　
一

　一　十

一
　
一
　
一

　
一

　一　±　一
14．固 42．Ma 昌．

　 Oxid．
CS 一 一 一一 一

　十 升

一 一一 一 　一＿
10，変（淡鮒 → 14．固

B BC 一一 ｝ 一＿ ＿ 一 C 一一 　 一 一　一
S 一

　　
一

　　
一一

　
一

　　ゴ：　
一

　　
一 S 一｝ 一 一 一＿一

A A
2LC ．N』 ，

C 一
　十　十　÷　十　十 　十 1．固→

46．M ．M ．
C 一 一一 一

十 十 十 7．固→ 1D．変〔退働 →

S 一 一 一 一一 ＿ ＿ S 一 一　 一 一一＿
B BC 一 一 一一 ＿ ＿ 一 C 一一 『 一 一一＿

AS
一

　
一

　
一

　
一

　
一

　
一

　十 14，変 （帯赤）
AS

　 一 一 『 一一＿

23．ContominCS
一 一 一一 一 ＿ ＿
一 一 『 』一 ＿ 一 47．Mys りlineCS

一
　
一
　
一
　
一
　±　一　十

一一   一 一＿＿
14．固

B BC 一 一 一一 ＿ ＿ 一
●

C 一  一 一 一■一＿

AS
一 ｝ 一一 一 一 ＿

AS
一
　± 一．±　十 十 十 7．固→

24．Corn C 一 一一
土　マ

ー 一 ．
48，NicotinicC 一

　
一
　十　十　十　十　十 2．固→

Starch S 一 『　 一 一 一 一 Ac 正d S 一 『 』 一　 一＿
B BC 一　　　一　　　』　　　＿　　　一＿　　＿　　　一 C ｝ 一 一 一一 一＿

S 皿 一 一一 一 一 ＿ 、
S 一 　 一 　一 一＿

A A
28．Eurodin

C 一
　
一

　
一
　÷ 　十　十　十 4．固→

49．NormDsanC
一 一

　
一 一

　
一一

十 14．変（淡 黄）　　 　、
S 　 』一 　 ｝ ＿ ＿ S 一 一 　 一一 一一

B BC 一 ｝一 一 一 一 ＿ C 一
　
一

　
一

　
一
　
一

　
一

　十 14．変（淡黄）

AS
一　 一　一　一　一　十　＿　 　　 　　 一

AS
一　一　一　一　一　十　 十　 　 　　 　 一一

3LGamibetalCS
一 一

　十 十　十 　十　十

一 　｝ 　 一 一一
2凅 → 10、変餤緲→

50．NoscapineCS
』 皿 一一 一 一＿
一 一 一　 冖 ＿＿

B BC 　 一一 冖 　 ＿＿ C 一 一 冖　 一一 一

AS
一 一｝ 一 一 一＿

AS
一 一 一一 一 十 十 10．固→

33．HycozldCS
一　　±　　±　　一　　一ト　→卜　予

一一 一 一 一 ＿＿
7凅 → 10．変〔淡餬→ 56．Predni・

　 solone

CS一 一一 一 一一
十

一 　 一一 一一 ＿
14．固

B BC 一 一 一 一 一一 ＿ C 　 一 一一 一一 ＿

S ：単味，C ：配 合 A ：模造紙 ， B ： 中圧 ポ リ エ チ レ ソ 紙

A

A
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表 3 （2 ）

广

一一 一 　一一

配 奮 薬
　 1r目
籍

直後　1　　2　　4　　7　10　14 備　　 考 配 合 薬
　 日目
剰・ 直後　1　　2　　4　　7　10　14 備　　考

A 笋
C

一一　±　±　±　±　±　十

一＿＿ ＿ 一 一一  
14．変（淡 桃 ） ASC

一 一 一一 一土 一

＿ ＿＿ ＿ ＿ ＿ ｝
58．PyrethiaS ＿ 一 一 一 一一 一 64，S，　M

S ＿ 一＿ 一 一 一 一
BC ＿ ＿ 一 一一 一 一 BC ＿ ＿＿ ＿ ＿ ＿ 一

59，ReserpineASCS

一 一 一 　   一 ｝

一
　
一

　
一
　
一
　
一
　
一

　逐
・

＿ ＿ 一 一 一一 一
14，固 65．Sodium

　　Blcarbo喊 eASCS

一　十 　一　一　一　一　一　 一
一

＋ ＋ ＋ 卅 十 卅
一 ｝皿 　 ｝ 『 一

1凅 → 7．変圃 →

B B
C ＿ ＿ ＿ ＿ 一一 一 C ＿ ＿＿ ＿ ＿ 一 一

60．RestaminAsCS

一　一　一　±　一　±　一
一一　一　　一　 一　 一　　十　一

＿ ＿ ＿ ＿ ＿二 ＿ 66．Solcm 抽

ASCS
＿　 　＿　 　＿　 　＿　 　↓ 　 　＿　 　＿

＿ ＿＿ ＿ ニー 一

｝ 冖一 一 一 一 一
BC 一一＿ ＿ ＿ ＿一 一 BC 一 一一 一 一 ｝ 一

S 一 ｝ 一 一 一一 一 S 一
　
．一
　
一

　
一

　±　十　十 10，同一・

61．Saccharo鵬 y．
AC ．＿　＿　＿　 ＿　 →．　 十　 一　　　　　　　一一 67．Taka一

Ac 一　一　一　一　±　＋ 　十　　　　　　　　　 一
Sic． S 一一　 一 一一 一 一 Dlastaδ eS 一 一一 一 　 一 一

B B
C 一一＿ 一 　一一一 一 c 一」一一 　 　 ｝ 一

AS
一一　一　 一　 一　 一　一　一トー14，園

62．Scopoli己
c 一一　一　i・一　 一　一　一

Extract S 一一一 一 一．一一 一
BC ．一一 一 ＿ 一一 一

s

s ： 輌 衣，
c 配 合 A ：模造 紙 B ： 中圧 ポ リ エ チ レ ン 紙

（

ア チ ン
， フ ェ ナ セ チ ン ，フ ェ ノ パ ー

ル ，レ ス タ ミ ン に は

力価低 ドは 見 られ ず，ま た シ ノ ミ ン は変色 を起 こ し た に

もか か わ らず力価低 ドは 認め られ なか っ た ．ア ミ ノ フ ィ

リソ
，

ベ リチ ーム ，安ナ カ ，ガ ミ ベ タ ール ，ハ イ コ ジ ッ

ド ， 酸化 マ グネ シ ウ ム ，PAS −Ca との 配合に お い て は 力

価低
．
ドが観察 さ れ，特 に 酸化 マ グネ シ ウ ム で は 2週闘後

で 約 50％ の 低 ドを起 こ す こ と
．
か ら，配 合は さけ るべ き

で ある と思われ る （fE　6 ）．

　3、　重量増力口率　　　　　　　　　　　　　
’

　外観変化の 観察に お い て 湿潤あ るい は 液化を起 こ しや

す い 薬剤が多数見い 出 され た の で ，定量を行 っ た 組み 合

わ せ につ い て さ らに 重量増加率を 検討 し，力価低 Fが 認

め られた薬剤に つ い て は 図 1 に ，また 力価低 Fが 認め ら

れ な か っ た 薬剤に つ い て は 図 2 に 示 した 結果 が 得 ら れ

た ．こ れ らを 比較す る と前者で は 5 日 目まで 急激 な 重量 ．

増加 （約20％）が 観察 され ，以後ほ とん ど変化が ない の に

対 し，後者で は 7 日 目まで の 重量 増加 （約 3 〜5 弩）は き

わ め て 少な く以後次第 に 増加 し，力価低下が認め られ た

薬剤と 力価低下 が 認 め られ なか っ た 薬剤 と の 間に は 顕著

な相違が 見 られ る こ とか ら，残存率 と重量 増加 率 との 間

に は何 らか の 関係 が ある よ うに 考え られ る．また ミ ノ ア

レ ビ ア チ ソ の 場 合 に は ，ハ イ シ
ー

顆粒の 吸湿 よ り先に ミ

ノ ア レ ビ ア チ ン の 昇華が 起 こ る た め 重量が 減少 し，7 日

凵か らは 逆 に ハイ シ ー顆粒の 吸湿が 嵜し い た め ， 重量増

加を 起 こす もの と 考え る 3＞．

　 と こ ろ で ハ イ シ ー顆粒 と x ル ピ リ ン を中間条件で 保｛1：

す る と
．
嵜しい 液化が 観察 され た ，ス ル ピ リ ン は 水溶液中

で 加水分解 を 起 こ し，4−niet ．hylaniinoantipyrlnc （以
．．
ト

MAA と略 す ） を 生成す る こ とか ら，本配合に お い て も

MAA が 生成 して い るの で は な い か と考え ，
つ ぎの 実験

を彳
．
fっ た ，すな わ ち，ハイ シ

ー
顆粒 と ス ル ピ リ ン を 20° ，

75％ で 14日 間 保存 した もの を 試料 とした ，本品は 薄屑

ク ロ マ ト グ ラ フ ィ
ー

に お い て As （Rf＝＝O．05）お よ び ス

ル ピ リン （Rf＝O．　35）に一
致す る 2 つ の ス ポ ッ トの ほ か に

Rf・＝O．83 に 新た な ス ポ ッ トが 観察 され ， こ の ス ポ ッ ト

は MAA で ある こ とが 示 唆 され た の で ，別 途に MAAO

を 合成 して 確認す る こ とに した ．ス ル ピ リン と濃塩酸を

水 浴．．Lで 加熱後濃縮 し て 油状の MAA を得た ．本 晶 の

薄層 ク ロ マ トグ ラ フ ィ
ーは Rf＝　O・　83 を示 し ，

ハイ シ ー

顆粒 とス ル ピ リ ン の 配合で 観察 した Rf ＝0．83 とよ く
一．．一

致する こ とか ら MAA で あ る こ と が強く 支持さ れ た ．

ス ル ピ リ ン の 濃塩酸 に よ る加水分解で は ア ミ ノ ピ リ ン も

生 成す る が，その Rf 値は 0．87 で あ っ た ．なお 別途 の

方法 に よ り得られた MAA は 油状物で あ るた め に ，　 こ

れ を ギ 酸で 加 熱 して 結品性誘導体 4−・formylmethylami −

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 〔217頁rこつ づ く）
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．． … 　
1
　 　 病 院 薬 学 V ・L6・N ・・3 （198°）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 表 4． 中 間 条 件 （200，75％）
圃

配 合 薬 　 日目
条1 直後　1　　2　　4　　7　10　14 備　　 考 配 合 、薬 　 日目

条1 直後　1　　2　　4　　7　10　14 備 　　考

AS 一 一｝ 一 ＿ ＿ ＿ AS
一

　
．・一．一

　十　±　±　十 4．固 →

1 ．Hicee 17．Calcium c 一
　
一
　
一
　一　一　一ト　→卜 10．固→ 14，変餤麹

BC 　 冒一一一 一 一 ＿
LactateBS 冖皿 一 一 一一＿

C 』 一一一 冖 　｝一

S 一　十　
．4．　一ト　十 　十 　十　 一 一宀一　 　　 　 一一 一 S 一 一皿 一 一＿＿

A A
2．AccenonC

一　　十 　　十 　　一　　＿一　 ＿　　一　 一 皿
18．CalomideC

一
＋ ＋ 十 廾 廾 卅 個 → 2．変〔淡謁11‘．湿→

S 一 『 一一 一 一 ＿一 S ｝ 一一 一 ＿＿＿
B BC 一 一 一一 ＿ ＿ ＿ ，C 一一 一 一一 一

升 14，変〔淡 褐）
S 一　 一　 一　 十　一　＿　 ＿　 　　 一 S ｝ 一一 一一 ＿一

A A
3 ．AderoxinC

一
　
一

　十　
．
｛．十　十 　十 2．固一．〉

20．Cercine1c
一
　十　 1．±　十　±　十 1．凹一ゆ

S ｛ 一 一一 一 ＿ 一 S ．一．一一一 可一一＿
B B

C 一一一一一一｝ 一 』 −1 c 一一．．．．．一 一一｝

AS
一 一一．一 一 ＿ ＿

As
一
　十　十 　十　十　十 　十 1．固→

4，AdOna
c 一

　
4 ・．1−　十 　十　→

．
　
．1．．1．凵∫卜・・　 ．

21．C．N、B．
c 一．iI　．ぞ什

．．H［＿．陛 卅一帯 1．固，湿 →

S ．一一一 一1L− 一 ＿ S 一」一一 一．＿鹵一一
B Bc 一．　 「　一 一 　一＿

c 一
　
・
　
一 一 一一

十 14、固，変 （淡 黄 ）
S 一 一

　
一一

　±　ナ　十 14．固 S 一．一 ．一一 ＿＿＿
A A

5 ．AdsQrbinBCsC
一
　
一
　
一
　：ヒ　十　十　十

一
　
一
　
一
　
一L　十　一1− 十

一
　
一

　
一

　一　一　一　十　 　　 　　 　 　

7．固→

4 ．変〔挑1→
22．C りntollcisB

：c

一
　 1　 1．　 ト　十　

・
ト　±

一一．− i．一．一一＿＿
　．」．．一一『 一一＿

1．［占トウ

s 一
　 一　 一　 一　 一　 十 　 ＿　 　　 　　 一 s 一1 − ｝ 一一 一目＿

A A
7 ．Aleviatinc

一　一　 亠 　一　＿　十　 一　 　 1．． 一
26」 〕iamox

C 一　 十　 一　 ＿　 ＿　 ＿　＿　 ．
S 一 一 「・．一 ＿ ＿ ＿ S 一 一 一 一− 一一一＿

B B
C 一 一一 一 冒’一 ＿ C 一 一 一 一一 ＿＿

AS
一 一 「．．．一 一 一 冒「」 噛

AS
一 　 一 一 ＿．．一一

9 ．Alumlge！
c 一 一一

　5L→1．．肘．十 卅
．2．風 ぬ：黄）→

27．Enbol
C 一一・1．．

ト　十　十　十　弓卜 ！．固→ 14．変餤褐）

S 一 一＿ ．一一 一 一 S 一 一 一 一｝ ＿＿
B B

C 一 一
　
一一 一 一一一

覗
．14．変 〔黄〕 C 一一  一 一一 冒一＿

S 一
　
．1−　 1．　−L 　−｝・十　

．
十
一1．固．．．・ s 　 一 一 　一 一＿

A A
工O．Amino・
　 phyllineCS

一
ヨ十

．llト．1十．
旧
一．

眉1．柵
一

　÷　十　土：　 1一＋ 　十

1．【・ll11湿，変横 〕→

1．固一→ 28．EurodinCS
一　　．ト．　 ＿　　＿　　＿　　＿　　＿　 　
一 一 一 一．一＿＿

B B
C 一．1十．

冊
．1・1¶Hl ト升 1，固，変（黄→ 茶：〕→ C 一 一一一 一 一＿一

S 一 一 一＿ 一．一 一 S ．一　 ・．ト　 ー一　 ．一一　 一　　一　　＿
A A

12．Benza ！inC
一．．
　ニヒ　

．
ト　十 　　十 　　

一一
　± 2．固一一♪

29．5−．Fu
C 一

　十　
．
十
．
　 1− 」一　十　十 1．園一→

S 一 一一 『 一一＿ ＿ S 一一皿 一 』 ＿＿一
B BC 一　　　＿　　　＿　　　＿　　　ニ　　　ー　　　＿ C 一 一 一齟『 一一一

S ｝ 一一一』 ＿ ＿ 一 s 皿 一 一 一 　一＿
A A

13，Berizy皿

C 一
廾 ＋ 十 卅 十 ．

ト1ト1．固，湿→
30．Futmfu ［

C 一　 十　一　＿　 ＿　一　＿　 ■一
S 一 一『 ｝ 一 ＿ ＿ S ｝ 　 一 一一 ＿一

B B
C 一1− 一 冖 『 　 ＿ C 一 　 一 　 一一＿

AS
一　±　一　一　一 一

十 14．固
AS

一
　十　廾　升　廾1

．
升　

．
十 1．固→2．獅鱶 職 渇｝→

14．BioferminCS
一

廾
．1トーllト十ト

ーH一刊
．

一 』＿ ＿ 一 一 一
1．固，湿→ 2．変〔椀：1→

31．Gamibet副
CS 一

卅
一
卅 卅 冊 冊 卅

一一一 一 一 ＿一一
1．変（褐），液→

B B
c 一 一一 一 一 一■＿ c 一

　
一
　
一
　
一
　
一
　十　

一
旨
．10．変（淡黄→ 黄）→

S ｝ 一＿ ＿ ＿ ＿ ＿ S 一 一 ｝ 一 一一＿
A A

15．BisulaseC
一

十　十　十　十 十 十 L 固→

32．Glutide
C 一

　±　十　十　十　廾　十 2．固→ 10．湿→

S 一 一　 』 一 ＿ ＿ S 一 　 一 ｝ 一一一
B B

C 一　　　一　　　一　　　一　　　　一　　　　一．　　一 C 一一 一 一 ＿＿＿
−

魚

《

S ：単 味，C ：配合　A ： 模造紙，　 B ：中 圧 ポ リエチ レ ン紙
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表 4 （2）

（

，
　／

一
へ

■

配 合 薬 ↑
目直後 1　2　4　7　1014 備　　 考 配 合 薬 f

目直後 1　2　4　7　1014 備　　考

S ＿ ＿ 一 　 ｝一 一 S 一
十 十 十 　十 十 　十 1．固 →

33，HycozidACS
一帯 帯 十 帯 卅 卅

一 一 一 一 一 一一
L変〔黄→ 榿｝，液→

46．M ，M ．

ACS 一 1十卅 卅 卅 十 卅
＿ 一一 一 一一 一

1．変（黄）， 液 →

BC 一一 一 ＋ ＋ 廾 帯 4．変（淡黄→ 黄）→
BC ＿ 一一 一　一　十 十 10．変（黄）→

S 一 一 一 ± ± ± ± S ＿　＿　＿　＿　 ＿　 一ト　ー　 　 　 　 　 一
AC 一　十 　一　一　一　一　一

AC ＿　＿　＿　＿　＿　十 　一　 　 　 　 　 一
34．Juvela−NS

　 一
＿一 一一 一 一一 47．MysolineS ＿ 一一 一 一 一 　

B B
C ．一　一　

一
　
一
　
一
　
一
　
一

1 C 一 ＿＿ 一 ｝ 一 一

S ＿一 一 一 一 一一 S 一 ±　± 十　十 十 十 4．固→

35．Kativ　 NACS
一 ± 十 ± ± 十 十

＿ ＿ ＿ ＿＿ 一 一
2．固 → 48．Nicotinic

　 Acld

ACS 一 ± 晋 卅 升
一
肝 卅

＿　十 　十 　一　一　一　一　 ＿ 一

z変（淡撫 黄ド姻 →

BC   一 ｝ 一 一一 一
BC 一 一 一 ＋ 卅 卅 卅 4．変餤黄→ 劃 →

S ＿ 一 一 一 一一 一 S ＿ ＿ 一 一 一 一 一

36．KolantyIACS
一

卅 1十帯 帯 卅 升

＿ ＿ 一 一 一一 一
1．固湿，変（茶）→

49．NormosanACS
一一

÷ 廾 粧 卅 帯

＿一 一 一 一 一 ｝
2．変餤黄→ 劃 →

BC 一 一 一 一 一
＋ 忸 10、獅鎖 → 黄｝→ 1姻

BC 一一 一± 十 十 十 7．変（淡黄）→

37．KrestinASCS

．一　 十　一　一　一　 一　一　 　
一十 卅 帯 十 什 卅

一 一 一 一 一 冖一
L 固，湿 →

50．NoscapineASCS

一 一
±

一 ± 一 十

一 ± 十 十 十 十 十

＿　十 　十　一　一　一　一　 冖 一

14．固
2．固→

B B
C ＿ 一 一 一 一 一一 C ＿ 一 一一 一 一 一

S ＿　＿　＿　＿　十　一　一 S ＿ 一 一一 一 一 一
一

A A
G 一 一一 一 ｝ 一一 C ＿　十 　一　一　一　一　一　 一

38．Lac 　 B
S ＿ 一 一　 一一 一 5L　PantosinS ＿ 一 一 一一 一 一

B B
C ．＿一 一 一 ｝一 一 C ＿ ＿ 一 一一 一 一

S ＿　＿　＿　＿　十　一　一 S ＿ ＿ 一 一一 一 一
一

39．LactQseACS
一

　
一

　
一

十　十 十 十

＿ 一 一 一 一一 　
4．固→

52．Pas−CaACS
一

卅 帯 暑 卅 十 卅
＿＿ 一 一 一一 一

L固，変働，湿→

BC 一 一 一 ｝ 一　 一
BC 一一 一 一 一 升 帯 10．変（黄）→

S 一・一　±　
一

　
一

　
一
　
一 S 一一 一 一 一 一 一

AC ＿　 十　 一　一　一　 一　 一
AC 一 ± 十 十 十 十 ± 2，固→

40．Leukeriロ
S

　 ．｝
＿一 一 　 ｝ 一 一 54．PhenobaIS ＿ 一 一一 一 一 一

B B
C ＿ ＿一 冖 一 一 一 C ＿ ＿ 一一 一 一 一

S 一　十　十 　±　±　
一

　
一　 一 『 S ＿ 一 一 一一 一 一

41．MablinACS
一　十 　十　十　十　十　十

「＿一 一 一一 一 一
L 固→

55．PoiaramineACS
一 十 十 十 十 十 十

　 　 　 ＿ 一一 一一 一 一
L 固→ 14．変（黄

B B
C 一 ＿一一 一一 一 一 C 一 一 一 一 一一 一

S ＿ ＿ ＿ 一一 冖 一 S ＿　一　十 　一　十 　一　一　 　 ＿ 一

42．Mag ．
　 Oxid．

ACS 一
冊 借 十 卅 十 唱ト

＿ 一 一 ｝ 一一 一
L 変（褐 ），液→ 56．Predni・

　 soloneACS

一 十 十 十 十 十 十

＿＿ 冖 一 一 一一
1．固→

B B
C 一 一 一

＋ 卅 卅 卅 4．変（黄 → 褐）→ C ＿ ＿一 一 一 一一

S 一
十　十　十 十 十 十 L 固 → S ＿　＿　＿　＿　＿　十 　一　 　 　 　 　一

A A

44．Meti】on
． cS一十 卅 帯 帯 帯 卅

＿ 一 皿 一 一 一 
1．液 →

57，Promina1CS
＿ ＿一 一 一 冖 一

＿ ＿＿ 一 一 一 一
B B

C ＿ 一 一一 ｝ 一一 C ＿ ＿ ＿ 一一 一 一

S 一 ＿ ＿一 一 一 一 S 一 ± ÷ 十 十 十 十 2．変（淡桃）→
A A

45．Minr
　 AleviatinCS

＿　十　 一　一　一　一　一　 一
＿ ＿ 一一 一 一 一

58．PyrethiaCS
一　十 　一　一　一　一　一　 　
一一 一

± 十 十 十 7．変（淡 黄）→

B B
C 一 ＿ 一一 一 一 一 C ＿＿ 一 一 一 一 一

S ：単 味，C ：配 合　A ：模造紙 ，
　 B ： 申圧 ボ リ エ チ レ ソ 紙
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 表 4 （3 ）

黻 韓 V °1・6・N °・3
！
198°）

配 合 薬 直後1　2　4　7　1014 備　　 考 配 合 薬 F
日目

直i麦1　　2　4　　7　10　14 備　　考

AS
一一 一一

± ±
一

As
一

† 尉
．．

廿
．．

十
．
肝 升 1．固→

59．Reserpine
　． BCS

一一 一一 一 一
十

　 一 一一 』 一 ＿
14．固 67，Taka−

　 DiastaseBCS

一Jll．．ll卜卅 十 刑←十
『 皿 一一 『　 一

L 液 →

C 一 一 　一 一 ＿ ＿ C 一 一 一一 一＿ ＿

S 一 一 ± ± ± 一 一 S 　 一一 ＿ ＿＿ 一

60、RestaminACS 二 升 廾 帯 幵 帯 帯
一一 一一 一 一 一

1．固→

6＆TavegylA
ご

S

一齟
十 十 十 十 千 十

一　　＿　　＿　　　＿　　＿　　．＿　　　＿
L 固 →

B B
C 一 一 一一 一 ＿ ＿ C 一 一  一一 ＿ ＿

S 一
十 廾 十 十 廾 十 1．固→ s ｝ 一一 一一 一 ＿

A A
61．SaccL厘r 。叫 ．
　 Sic．

B

ρ
S7

借 糀 卅 十 十 絹
一

一 一 一 一一 一 ＿
1．固，湿 → 70．Thiamine

　 Hydrochlo・
　 ride BCS

一　十 十 十 十 十 十

一 ｝　 』一 ＿ ＿
L 固→

C 一　　　　　　　尸　　　一　　　一　　　一　　　一 c 　 一一 一＿ ＿ 一

S 一 十　十 十 十 十　升 1．固→ S 一 　一 一一 一皿
A A

62，Scopolia
　 Extract ．

CS7 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ 帯
一 一 一　 一 一 ＿

1．固→ 14．湿
71．Thiasin

CS 一
　
一一

　
一一

　
一

　十

一 一一 一一 一＿
14．変 （微黄）

B BC ｝ 　 一一 『 一 ｝ c 一 『 一一一 ＿ ＿

AS
一 一 『一 一 一 ＿

AS
一

　
一
　
一 」

　± 一　一

63．SinominBCS
一

　±　
一

　
一

　十 　十　十

二　   一冖 　 一 一
7．変 （淡 黄）→ 72．Transamin

　 CB

．S

一一1ト；．→吁榊 十 惜 帯
一 一一一一｝ 一 ＿

1凅 湿→2液 →

C 一 一 一『 　 一 ＿ c 一一一
＋ ＋ ．

艮ト帯 4．固→ 10渡 鞨〕→

S 一 一 一一 一 一 ＿ S 一 一一 　一 一 ＿

64，S．M

AC 　 　　 　．一
一

帯 卅 普 卅
．
十 帯 L 固，湿→

73，UcerlminAC
一 一一 一一併 帯 10、固，変（淡黄〕→

．BS
一 一 一一 一 ＿ ＿

BS
『 一一 　一 ＿ ＿

C 一 一 一一 一 ＿ ＿ C 一 一一 一一 一 →

65，Sodium
　 Biεarb ロateA

．

B

SCS一　十　十　十 　十
．
十　十

一
帯 卅 州一卅 十 卅

一 一 一 ± ± 一 一

1．固→

1．変横），液→

74．Vastcnli降

A

B

sCS一 ・
葺 些 ＋ ＋ 卅 卅

一 r．：卜 十 十 卅 卅
一 一　 一一．一 ＋

L 固，湿 →

1．固，湿一
？

14．固
C 一 一 一

卅 十 十 卅 4．固，変〔黄→ 襭 → c ．齟一一 『一 一＿

AS1
一
　廾　升　十　十 十 十 1，固，湿 一・

AS
一

十
一
ト 十 十 十 暑 L 固→

66．SolcUlinCS
一

＋ ＋ 帯 帯 帯 帯
一 一 一一 一 ＿ ＿

L 固
一

レ 4．湿 →

75．VitaplexCS
一 ．

｝ト イト 十 管 十 十

一
　一　一一　一　十　十 　＿

1．固 ，湿 →

B B
一一

C 一 一 一一 一 ＿ 一 c ．一一冖 一一 一 ＿

S 二単味，C ：配合 A ： 模 造 紙，B ： 中 圧 ポ リ エ チ レ ン 紙 轡 渇 ．

《

A
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表 5． 最 悪 条 件 （30°

，
92％）

戸

尸 ・

配 合 薬 　 日目
条f 直後 12471014 備 　　 考 配 合 薬

日目直後124 　71014 備　　考

ASc 一 帯 十 帯 帯 帯 帯 1．液 → ASC
一 ＋ ＋ 帯 十 卅 卅

一
卅 十 帯 十 卅 帯

1．湿→

L 液→

1 ，Hicee
S

13．BerizymS ＿一 一 一 一 一 一
BC 一 一 一 一

升　卦　廾 7．固，湿 → BC 一一
　
一 一 一 一

十 14．固　 　・

s 一 一 一 一
　±　±　± S 一

十 十 十 十 十 十 1．固→

2 ．AccenonA
BCS

一
帯 卅 卅 卅 卅 卅

一 一 一 一 一一
十

1．液 →

14．固
14。Bio正erminA

BCS

一帯 舟 卅 什 卅 卅

一一 一 一 一 一 十

1．液→

14．固
C 一　

一
　
一一

　
一

　
一

　十 14．固 C 一一 一 一 一 一 廾 14，変（淡黄）

S ＿ ＿＿ 一一 ＿ ｝ S ＿＿ 一 一 一 一 一

3．AderoxinAC
一帯 什 卅 卅 卅 卅 1．液→

15，BisulaseAC
一

卅 十 卅 十 卅 十 1．液→

BS
一

　
一

　
一
　
一

　
一

　
一

　十 14．固 BS
＿一 一 一 一 一 一

C 一 一 一一
± ± 十 14、同、変 〔淡 黄） C 一一

　
一

　
一 一 一

　十 14，固

S ＿ ＿ 一一 一 一 一 S ＿一 一 一 一 一 一

4 ．AdonaAC
一

併 帯 惜 十 卅 卅 1．液→

16』 rovarinAC

一卅 卅 帯 十 帯 卅 1．液→

S ＿ ＿ ＿＿ 一 一 一 S ＿一 一 一 一 　 一
B B

C 一　一　一一　一　一　十 14．湿 C 一　一　一　
一

　
一

　
一

　十 14」司

S 一一 ｝ 一 一 一 一 S 一　 十　十 　十 　十 　十 　十 L 固→

A A

5．AdsorbinCS
一卅 卅 卅 卅 冊 耕

一
　±　±　±　±

一 一
1．固，湿 → 17，Calcium

　 Lactate
CS一卅 卅 帯 十 闇」 卅

一一 一 一 一 一 一
1．液 →

B B
C 一 一 一一 一 ＋ 併 lo渡滞赤）→1繝 C 一一 一 一 一

十　升 10．変〔淡黄1→ 1個

S 一 ＿ ＿＿ 一 一 一 S ＿＿ ＿ 一 一 一 一

6 ．Albumin
　 TannateACS

一・
階 帯 帯 卅 卅 卅

＿ ＿ ＿ ＿＿ 一 冖
1．固，湿 →

18．Calo田 ideACS
一

卅 帯 帯 十 帯 帯

＿ 一一 一 一 一 一
L 液 変（橙）→

BC ＿ 一 一 一 一一 一 BC 一一 一 一
＋ 骨 十 7．変〔淡褐）→ 工4思 湿

S 一 一
　
一一

　
一
　±　

一 S ＿＿ 一 　 一 一 皿

7．AleviatinACS
一帯 卅 卅 卅 卅 卅

一 一 一 ± ± 一 一
1．液 →

19．CapiianAcS
一卅 一肝卅 十 卅 卅

＿＿ 一 一 一 一 一
1．湿，変（淡黄）→

BC 一　
一

　
一
　
一

　
一

　
一

　十 14．湿
BC 一　一一　一 一　

一
　
一

　十 14，変（淡褐）

S ＿ ＿ ＿ ＿ ＿一 一 S ＿ 一一 一 一 　 皿

8．Alina  nFAc

一帯 卅 骭 卅 帯 卅 1．液→

20．CercineAC
一升 十 榊 十 帯 卅 1腋 ，変（淡緑）→

s ＿ 一 一一 一一 一 S 一 皿 一一 一 一 一
BC 一一一 一一 ± ± 升 14．固，変（淡褐）

BC 一 一一 一 一 一 ± 14．変（淡 黄）

S 一一＿ ＿ ＿ 一＿ ＿ S ．・
唱ト肝 肝 卅 帯 十 1．液→

9 ．AlumigeIACS
一

帯 帯 卅 冊 卅 卅
■　  一 一一 一 一

L固，変餤黄）湿 →

2LC ，N．B．
ACS 一

帯 卅 llト肝 帯 十

一　一　
一
　
一

　
一

　
一

　十

L 液，変（黄）高

14．固
B B

C 一 一
　
一
　十　十　

・
拝
．

十 4．変餤黄→ 黄）→ C 一 一 一
＋ ＋ ＋ 十 4，変餤勣→ 14．固，湿

10．Amino・
　 phymneA

B

SCS一　廾　廾 廾　廾　十 廾

一帯 卅 卅 十 十 十
一

十　十　十　十 十　十

1，固 →

1．液，変 （褐 ）→

1．固 →

22．Conω 1A
B

SCS一 一 一 一一 ｝ 　

一
卅 十 卅 帯 卅 卅

＿ 一 一一 一 　 一
L 液→

C 一 廾 ＋ 卅 十 辮
・
卅 1凅 ，変〔黄土→ 褐）→ C 一 一 一一 一　

一
十 14．変（淡褐）

S ■一｝ 一一 一一 一 S ＿ 一 一　 一 ｝ 『

11．AspirinACS
一卅 幵 帯 十 帯 普
一 一   冖 一 一 一

1．液→

23．ContominACS
一

卅 帯 肝 卅 帯 卅
一 一 一 一一 　 一

1．液→

B B
C 一 一一 一 一 一 昔 14．固，変（淡黄） C 一

　
一 一

　
一一 一

十 14，湿

ヱ2．BenzalinASCS

一
州L 帯 卅 十 帯 併

一判L 帯 卅 卅 帯 卅

一　一 一一 一一 一

L 液 →

1．液→ 24．Corn
　 StarcbASCS

一 一　± 一 一 一 一

一帯 帯 帯 帯 帯 帯
一 一 一 一一 一 一

1．液→

B B
C 一一　一　一　一　一　

一
　十 14．固 C ＿ ＿ ＿ ＿＿ 一 一

S ：単 味 ， C ： 配合　A ：模 造 紙 ，　 B ： 中 圧 ポ リ ェ チ レ ン 紙
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配 合 薬
｛

日目
直後1　2　4　7　10　14 備　　 考 配 合 薬

　 日目
条伴 直後1　　2　　4　　7　10　14 備 　　考

AS
一 冖 一一 一 ＿＿

AS
一 ＋ 廾 卅 帯 卅 普 L 圃 →

25，Crampo1CS
一帯 忸 卅 卅 卅 卅
一 ＿ ＿一 一 ＿＿

1．液 →

37．Krestin
CS一卅 帯 卅 惜 帯 十

｝ 一 一一 一　 一
L 固，湿 →

B B
C 一 一 一 一 一一

　十 14．変（淡黄） C 一一 一 一一 一
十 ．14，固

S 一 ＿ ＿ ＿ 一＿ ＿ S 一
± ± ± ± ± ±

26．DiamoxAC
一

卅 卅 帯 卅 冊 辮 L 液→

38．Lac 　 BAC
一帯 帯 惜 枅 十 ・肝 L液，変〔淡黄）→

S 一 一一一 一 一一 S ｝一 一 一』 』一一
B B

C 一 一一 一 一一 十 14．湿 C 一　一　一　一　一　十 　十 10．変（淡 黄）→

AS
一 ｛ 廾 ＋ 卅 冊 十 1．固 → 4。湿 →

AS
一

十 十 　十 十 十 十 1．固 →

27．Enbol
C 一十 卅 粧 卅 帯 十 1．液 →

39．Lactり 5ec

一
十 幕 帯 耕 帯 升 1．液 →

S 一 一 一一 一 一
十 14．固 S 一

　±　±　± ± ± ±
B B

C 一 一 一一
十 十 十 7．固一》 10，湿→ C 一

　
一

　
一一 一

十　十 10．固→ 14、変（淡劃

s 一 冖 一 』一 一 一 S 皿 一 一一 一一 　

28，EurodinAC
一帯 帯 帯 帯 十 糟 1．湿 →

40，LeukerinAC
一

粥 H 垰

』
＋ 帯 帯 L 液 →

s ｝ 一 一 　　 　 』 S 一
　
一

　
一

　±　
一一

　
一

B B
C 一 一 一 一

十 ± 十 7．固一・ c 　 一一一一一 一 一

AS
一

十 絆 推 十 絆 十 1．液 →

AS
一．一 一

± 圭 一 一

29．5−Fu
C 一

帯 十 十 帯 帯 帯 1．液 →

41．Mabhn
c 一÷旧 ｝レ1闘 ト卅 十 1．液 →

S 一＿ 一 一 ＿ ＿ ＿ S 一 一 一一一 一 一
B β

C 一　一一　一　十　±　十 7．固 → C 一一冒一宀一 一一 ＿

AS
一 一 一

　±
一 一 一

AS
一

　
一

　一　
一

　
一

　十 　
・1．10．変啼赤｝→ 14．固

30．FutrafuICs
一

卅 十 帯 帯 帯 耕

一 ＿ ＿ ＿＿ ＿ ＿
1．液→ 42、Mag ．

　 Oxid．
CS一帯 卅 ．陛．1卜旧 序

　 一 一一 一一 一
1液 変  →

　　 「

B B
C 一 ＿ 一 ＿＿ ＿ 一 C 一 一 計

．
→1．トト」一ヨ怯一｛　モ．2．臥変じ嬪→鞨〕→1a油

AS
一 十 十　十 十 十 十 1澗，瓣繍 → 1鮒 →

AS
一　一一一一一一．．一一一

ト　
．
ト 10，湿一一

31．GamibetalCS
一十 卅 硼一斗 冊 十
一 ± ± 一 一 一一

1．液，変（淡褐）
一・ 43．1）L−Methi・

　 Qnine

cs…十 ．肝骭 粧 十 卅
一　　　　＿　　　　＿　　　　一　　　＿　　　＿．　　＿

1．液→

昌 B
C 一 一一 →卜 ＋ 砦 十 4．固，変〔淡褐：1→ 1生湿 c 一

　
一一

　
一

　
一 十 十 10．変〔淡黄）→

As
一　十 　十 　十 十 十　 十 L 固 → 2，湿 →

AS
一 黒 ・i 卅 帯 榊 十 1．固→ 4腋 拠 黄｝→

32，Glutide
C 一

十 冊 十 舟 十 帯 1．液→

44．Metl［てm
C 一

旺 H卜卅
．
陛卅 忸 L 液→

S 　 一 『『 　 『 　 S 一
　
．
†
一．

ト
ー
ト 十　十　廾 1．固→

B B
C 一 一 一一 一 一

十 14．固 変（淡黄 ） c 一 一 一 一
ト 舟 卅 卅 4．固→ 7．湿，変〔淡黄〕→

S 一 ＿ 一＿ ＿ ＿ ＿ s 一 一
　
一 一一

　±　±
A A

33、Hyco害idCS
一

卅 卅 推 “ 升 帯
一 ＿ 一一 一 一 一

L 液，変嶝 ）→ 45．Mino−
　 AleviatinCS

一
　　づ野

・
　刊

．
　ゴトト　

ー
吁卜　

・1垰　　．田．
一 一 一 一一 ＿＿

1．液，変〔淡黄）→

B B
C 一一

廾 廾 十 卅 帯 a変横→樹→4，距 黻 → C 一一 一 一・
十　

．
ト　十 7、圃→10．変〔飆 ．・14、i蔓

34．Juvela−NASC

一一 一 一．一 一
±

一
岳 帯 帯 十 卅 十トL 液一・　

．

46．M ．M ．

ASC
一 丹卜 十 卅 十 →什

・
肝

一
卅 十 卅 帯 十 卅

1．固，湿→

1．液，変（濃茶）→

S 一
　
一一 一 厂一

十 14．固 S 一
　
一一

　十 十 十 十 4．固 →

B B
C 一 一一 　 ｝ 『｝ C 一 一 一 ＋ ＋ 十 卅 鍍 啼赤→ 翻 → 10．湿→

S 一
＋ ＋

．
＋ ＋ ＋ ＋ 1，湿 → S 一“− 1− 一一一 一

A A

35．Kativ　 N
CS 一一阡卅 刪一州一卅 冊

一 一 一 一一 一 一
1．液→

47．MysolineCS
一

卅 卅 ・肝 ．肝帯 帯
一 一 一 一一 一＿．

1．液→

B B
C 一 一 ＿ ＿＿ ＿ ＿ C 一

　
一

　
一

　
一
　
一

　
一

　十 14．変 （淡 黄）

S 　 一 一 一一 一 一 S 一
　十

．
十　十　十　十　十 L 固 →

A A

36．K 。ianty1CS
一十 帯 十 十 十 推
一 一 一 一一 一 一

L 液，変（濃茶）→ 48．Nicotinic
　 Acid

CS一十 粧 卅 冊 卅 卅
一

±　±　±　
一一一

1．趾 湿1 変横〕→

B B
C 一 一 一

廾 廾 十 十 4．変（黄→ 褐〉→ C 一一 ＋ 廾 卅 卅 十 z変（淡黄→ 勣 →

A

A

S ：単味，C ：配合　A ： 模造紙 ，　 B ： 中圧 ポ リエチ レ ン 紙

N 工工
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表 5 （3 ）

（

（

配 合 薬 f
目
直後12471014 備　　 考 配 合 薬

　 日目
条1 直後 1　2　4　7　1014 備 　　考

AS
一 一 一 一 冖 一一

AS
一
　
．
幌　 什　十　廾　廾　十 1．固，湿→

49，NormosauCS
一

卅 十 卅 什 帯 帯
一 一 一一 一 一 一

1．固，変（黄）→ 61．Sac¢』aro邸
　 Sic，

CS 一
帯 卅 帯 卅 卅 卅

一 一 一 一一 一 
L 固，湿 →

B B
C 一 一 ± ＋ ＋ 廾 卅 4，変餤 黄→黄）→ C 一

　
一

　
一一 一 一

十 14．固
S 一　一 十　十　十 十 十 2．固 → S 一

十 十 十 廾 十 十 L 固→
A A

50．No9。apineCS
一

卅 卅 卅 卅 卅 卅
一一

圭　±
一 一 一

　
一

1．液→ 62．Sc。polia
　 ExtractCS

一
卅 卅 卅 卅 卅 十

一一 一 一 一　一 十

1．液 ，変（褐）→

14．湿
B B

C 一 一 一一 一
｛

・
皆 10個 ，変餤禰 → C 一一 一 一 一　十 十 10湿 →

S 一
　±　

一一 一 一 一 S 一一 一 十 十 十 十 4．固→

A A

5LPantosinC
一

卅 十 卅 帯 帯 卅 1．岡 ，
湿 →

63．SinominC
一

卅 卅 卅 卅 卅 卅 1．液変餤 劃 →

S 一 一 一一 一 一 一 S 一一 ｝ 一 一 一 一
B B

C ＿ ＿ ＿＿ ＿ 一 一 C 一一 一 一 一
十 十 10．変（淡黄）→ 1綱

S 一 一 一一 一 一 一 S 一一 一
卅 卅 卅 卅 4，固，湿 →

A A

52，Pa3−Ca
C 一

卅 卅 ．階卅 卅 十 1．液，変（黄土）→

64．S．M
C 一

卅 十 帯 十 卅 十 1鳳 湿，変〔黄褐）→

S 一 一 一一 一 一 一 S 一一 一 皿 一 一 一
B B

C 一 一 一
＋ 十 十 卅 4．変（黄）→ 7．湿→ C 一一 一 一 廾 什 十 7、固1 変債捌 →

S 一一一
　
一

±
一 一

　
一 S 一

　十　十　十　十 十　十 1凅 →

A A
53．Phenace 一 C 一

十 十 刪
一．1旧 圧卅 L 液→ 65，Sodium C 一

卅 卅 卅 卅 帯 十 L液，変横褐｝→

tin S 一 一 一一 一 一 一 BicarbonteS 一
　±　

一 一 一 一
　十 1個 → 14．湿

［
C 一 一 一一 廾 ＋ 卅 7画 湿ぬ 淡黄1−・

BC 一一
＋ ＋ 卅 卅 帯 瞹 （淡黄→黄｝→ 7．湿→

S 一 一　一 十　±　十　± 4．固一→ S 一
卅 十 十 卅 卅 卅 1．液→

A A
54．Pheno 卜aiCs

一
→IH托十 榊 十 ・肝

＿ ＿ ＿＿ ＿ 一 一
1，液 →

66．SolcilhnCS
一

帯 卅 十 卅 什 卅
一一 一 一

十 十 十

1．液→

7．湿→ 10．固→

B B
C 一 一   　 　 一 一 C 一 一 一 一一

十 十 10．固，湿→

s 一 一 ＿＿ ＿ ＿ 一 S 一
十 十 十 帯 廿 卅 1液 ，変〔茶耡 →

A A

55、PolaramineCS
一

十 唱日 ト帯 卅 卅
＿＿ ＿＿ ＿ ＿ 一

1．液→ 67，Taka −
　 DiastaseCS

一
卅 卅 卅 冊 十

・
田
・

一一 一 一
十 十 廾

1．液， 変（茶）→

7，固 →

B B
c 一一

　
一一 一 一

　廿 14．泓 変（淡 黄） C 一一 一 一柵 十 卅 7．固 ， 湿 →

S 一
　
一
　
一
　±　

一 一 一 S 一 ＿＿ 一一 一 一
A A

56．Predni・
　 solone

CS 一・
卅

．
肝 十 卅 惜

．Hト
ー一 ＿一 一 一 一

1，液→
68．TavegylCS

一
卅 帯 卅 卅 卅 卅

一 一 一一 一 一 皿
1．液→

B B
C 一一 一 一　

一
卜 十 十 7」’ll→ 14．湿 C 一 一一 一 一 一

十 14．湿

S 一　一　一一 一　十 十 10．固→ S 一 一
　
一

　
一

　
一

　
一

　十 14．変（淡黄〉
A A

57．ProminalCS
一

→十卅 十 卅 卅 柵・
一

　 ±　 ±　± 　± 　十 　十

1，液一・

10．［占［→
69TegretoICS

一
十 卅 廿 卅 卅 卅

一 一 一 一一 一 一
L 液→

B B
C 一　一一 一 一 一

　十 14．固，湿 C 　 一 一 一一 一 冖

S 一
　十　十　十 　十 十　十 L 変 （帯赤）→ S 一

　十　十 十 十 十 十 L 固 →

58．PyrethiaA
BCS

一
廿 卅 耐H 什琳 ・出

一 一
十 十　廾 十　十

1．液一
♪

2．変（淡 黄〉→

70．T』iamine
　 Hydrochl・・
　 ride

A

BCS

一
十 卅 十 卅 卅 卅

一 一冖 一 一 一 一
L 液→

C 一 一 一 一
十 升　十 乳変（淡褐）→ 10，湿→ C 一 一

　一一 ± ±　十 14．固
S ＿ 一 一 一 一 一一 S 一 一 一一 一　±　±

A A

59．ReserpineCS
一

卅 卅 十 帯 帯 卅

一 ±　一 一 一 一一
1．液→

71，Thiasin
CS 一

十 卅 十 卅 十 卅
一 一 一一 一 一 冖

L 液→

B B
C 一 一 一 一 一一 一 C 一 一一 一 一 一

十 14 湿 変（淡黄）

S 一 ＿ ＿ ＿一 一 一 S 一 一一 一
± ± 士

A A

60．RestaminC
一

卅 帯 卅 卅 卅 肝 L 液 →

72．TransaminC
一

十 卅 十 卅 卅 帯 1．液，変（褐 ）→

S 一 『 一 一 一 ｝一 S 一 一＿ 一 ＿ ＿ ＿
B B

C 一 一 一 一一 一
廾 14，肌 変 儼 ） C 一 一一 ＋ 帯 卅 借 4、変  → 7．固湿→

S ：単味，C ：配 合 　A ： 模造紙，　 B ： 中 圧 ポ リ エ チ レ ソ 紙
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一E ’ e ° t 「 ° n ’° L ’ b 「 a 「 y　 Se 「 v ’°



Japanese Society of Pharmaceutical Health Care and Sciences

NII-Electronic Library Service

Japanese 　Sooiety 　of 　Pharmaoeutioal 　Health 　Care 　and 　Soienoes

　　　．箜 　 　 　 　 竺 蓼・ Y・L6
，
N ・・3

．！
・98・）

表 5 （4 ）

配 合 薬 　 日目
条件

直後 12471014 備　　考 配 合 薬 　 日目
条件 直後12471014 備　　考

AS
一

± ±
−1．一

ト 十 一｝．4．変（淡褐 ）→ S 　
＋ 廾 升 廾 十 帯 1．固→ 10．湿 →

73．ulcerlminBCS
一卅 卅 冊

．11r．田．卅
一　　　冖　　　』　　　一　　　〜一　　　一　　　＿馳

1．湯 変（淡黄）
75．VitaplexACS

一．
肝卅 十 卅 帯 卅

一一 一
＋ 升 丑 卅

1．液→

4．固略 温覗 変〔酬 →
C 一 一一 一 ＿ ＿一 BC

　一 一 一
十 十　十 7．固→ 10．湿 →

「 AS
一

卅 緋 十 ・1卜卅 ヨトトi。液→

74．vasteiユ1inC
一

十 卅 十 ヨ胴 ll・十 1．液→

BS
一 一一 一

十 十 イ｝ 7，固→ 10．湿→

C 『一 一
十 十　十 升 4．周→ 10．湿→

S ：単味，C ；配合 A ： 模造 紙，B ： 申圧 ポ リ エ チ レ γ 紙

A

増

加

率

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

　　　
c− −oAminophylline

　　　　　 卜 一一一一一→ Gamibetal
　　　

△一『 → α N・B ・　 　 　 k −一一一一一▲ M 、g．0 、id．
　 　　 ロ

ー一一一aBerizym 　　　　　　　　卜 一一一一一｛ 1〕 ng．　Ca
　 　　 x 　　　　　　　潟 　@工1｝’c り zi

　 　 　 　 　 　 　 　

図1 。 重 量増加 率（ こ の 値 は3 回 の 平 均を 表 わす
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ρ

増

加

峯

　 民 　 　 翼 Phe皿 acetin

図 2 ．重 量増加率 （こ の 値 は 3回 の 平均 を表 わ す ）

表 6．ア ス コ ル ビ ン 酸残 存 率 （％）

配 　合　薬 直 後 13714

Hicee 100，095 ．096 ．4100 ．799 ．3

Aleviatin 98．697 ．299 ，397 ．997 ．9

Amin・ phylline100 ，787 ．980 。080 ．078 ．6

Berizvm　　　　響 98
』
．6
．

97，998 ．698 ．683 ．7

C，N。　B ， 100．799 ．397 ．187 ，175 ．7

Gamibeta1 98，695 ．792 ，278 ．056 ．0

Hycozid 100．099 ，399 ．388 ．771 ．0

Mag ．　 Oxid， 100．797 ．191 ．466 ，448 ．6

Mino −Aleviatin100．0100 ．0100 ．0100 ，099 ．3

Pas−Ca 97．298 ．699 ，393 ．683 ．0

Phenacetin 101．4100 ，7100 ．7100 ，7100 ．7

Phenobal lD2．9102 ．1102 ．1102 ．1102 ．1

Restamin 101．4102 ．1102 ，1100 ．7100 ．7

Sinomin 100．7100 ，7100 ，0100 ．7100 ，7

UD

炉

rt ”

こ の 値は 3 回 の 平均 を表 わす

noantipyrine （mp ．106°

） に誘導 し，　 IR（C ＝01680cm −i
）

お よび MS （m ！e　245） に よ り確認した （図 3．4．5）．

結 論

　ハ イ シ
ー
顆粒は高温高湿で 液化を起こ しやす い た め ，

こ の よ うな 条件下 で の 配合は さけ るぺ きで あ る と 考 え

る、

　つ ぎに 中間 条件で 観察され た よ うに ，液化を起 こ しゃ

すい 酵素製剤お よ び 抗生物質 との 配 合 の 大部分は模造紙

に お い て 著しい 液化を起 こ した が，中圧ポ リ エ チ レ ン 紙

に 変え る こ とに よ りこ の 変化 を か な り防 ぐこ とが 可能 で

あ っ た ．

　また As の 定量 お よ び重量増加率を検討 し た と こ ろ，

吸 湿 量 と残存率と の 間に は相関性があ る と考え る．した

が っ て 重量増加率を測定す る こ とに よ り，
As の 力価が

低下を起 こ しや すい 配合で あ るか どうか を推定す る こ と

が可能 で あ る と思われ るが，こ れ につ い て は 今後の研究

N 工工
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Rf1

．0

0．0
ハ イシ

ー
顆粒　ス ル ピ

IJ
ン ハ イシ

ー
顆粒

　 　 十

ス ル ビリン

アミノピリン 　MAA 　 ハイシ
ー
顆 粒

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 十　　 　　
’

　 　 　 　 　 　 　 　 　 ．スル ピリン

　　　　　　　　　（20
’
75％）

図 3 ．ス ル ピ リ ソ との 配 合

吸 着 剤

展開 溶媒

発 色 剤

Kiesel　ge160Fzs 唖

CHCI3 ： CH30H

Iz （6 ：4）

A

1

9
：11
：
盞

　　　　　　　　　　　　　Wavenumber （cm
−1
）

　　 図 4 ・4−Formylmethylaminoantipyrine の IR

A 、
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盈
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図 5 ， 4−Formylmethylaminoantipyrineの MS

（

課題 とす る ，

また As は 金属 に よ り酸化が促進され る とい う事実か ら

金属を含 む薬剤 と の 配合は さけ る べ きで あ る と考え る．
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